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陳 情 文 書 表 

陳 情 名 中華人民共和国ウイグル人権問題に関する陳情 

受 理 番 号 令和４年陳情第２号 

受理年月日 令和４年５月20日 

陳 情 者 の 

住所・氏名 

（住       所） 

田村 力 

付託委員会 総務委員会 

【陳情趣旨】 

 中国の苛烈なる人権弾圧は一向にやわらぐ気配すら無く、日本国内におけ

る抗議活動すら、ままならない現状について陳情します。 

中国の新疆ウイグル自治区において、100万人以上のウイグル人が再教育

キャンプに強制収容され、イスラム教徒のウイグル人に対する中国化の洗脳

教育や一部で強制労働が行われていると世界各国の調査機関や複数の人権

団体から非難される中、中国は北京冬季オリンピックを開催した。 

日本ウイグル協会など中国政府の弾圧に反対する団体は、人権弾圧が継続

する中国で当該大会が開催される事はオリンピック憲章の精神に反すると

して、中国に対して強い抗議活動を行った。 

さらに、国際人権団体であるアムネスティ・インターナショナルは中国政

府が人道に対する罪を犯しているとする報告書を公表した。報告書の中で中

国政府がウイグル族やカザフ族などイスラム教徒の少数民族に対し、集団拘

束や監視、拷問をしていたとして、国連に調査を要求するとともに「地獄の

ような恐ろしい光景を圧倒的な規模で作り出した」、「ものすごい人数が収

容所で洗脳、拷問などの人格を破壊するような扱いを受け何百万もの人が強

大な監視機関におびえながら暮らしており、人間の良心が問われている」と

中国政府を非難している。 

これらの抗議活動や国際社会の非難に反し、中国政府は一貫して人権侵害

の事実を否定している。 

また、在日ウイグル人の実名による告発では、中国政府による新疆ウイグ

ル自治区の親族を人質に取るかのような脅迫の実態を証言し、身の危険を感

じながら日本国民や国際社会に対し、抗議の声を上げつづけている。 

このようなことから、龍ケ崎市議会におかれましては、陳情事項のとおり、

政府宛に意見書を提出していただくよう陳情いたします。 

尚、水戸市議会においても同様の趣旨の意見書が可決されておりますこと

を申し添えさせていただきます。 

【陳情事項】 

令和４年２月１日に衆議院で新疆ウイグル自治区などの人権問題に懸念

を示す決議を採択したが、中国政府に対して実効性のある強い抗議行動を行

い、また中国官憲と思われる中国人による日本国内のウイグル人への脅迫行

動の取り締まりを警察庁に指示するよう政府に意見書を提出して下さい。 

 


